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伝
生
め
権
威
、
C
・
C
-
リ
ン
ド
グ

環
境
に
も
恵
ま
れ

一レ
よ
護
の
も
と
で
研
究
、
乙
と
で

出
産
の
直
後
、
昭
和
三
十
七
年
、

一
母
子
顕
微
鏡
的
研
究
の
慈
穏
を
か
た

米
国
・
南
イ
リ
ノ
イ
大
学
に
留
学
。一

め
た
。
昭
和
四
十
年
医
学
博
士
。
昭

「
夫
も
全
然
反
対
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
一
和
五
十
年
日
本
女
子
大
教
授
。
学
生

子
ど
も
も
親
と
の
別
離
が
わ
か
る
ほ

一
の
指
導
で
も
定
評
が
あ
り
、
教
え
子

ど
大
き
く
な
い
し
、
か
え
っ
て
よ
か

一
の
中
で
、
活
臨
し
て
い
る
人
も
多
い
。

っ
た
の
で
は
・
:
」
と
い
う
。
大
岡
さ
一

ん
の
ご
両
親
が
、
し
っ
か
り
子
育
て

一

こ
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
は
中
国
一
を
寧
ぇ
、
女
房
}
追
い
つ
づ
け
た
。
無

江
鯨
省
器
開
市
の
協
力
で
、
日
本
映

一錫
市
の
協
力
で
、
女
の
一
生
に
関
す

像
記
録
の
市
岡
康
子
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
一
る
も
の
は
グ
離
婚
裁
判
H

に
至
る
ま

が
昨
年
末
、
ニ
カ
月
余
に
わ
た
っ
て
一
で
取
材
が
許
さ
れ
た
し
、
公
園
で
通

取
材
U
た
も
の
。
無
錫
市
に
カ
メ
ラ
り
す
が
れ
め
ア
ベ
ッ
ク
を
つ
か
ま
え

大
隅
博
士
は
、
主
何
事
完
た

==-=主主主主=======-信
一
環
境
で
研
究
を
つ
づ
け
て
き
た
人
で

川
女
性
科
学
者
の
地
位
向
上
を
ね
が
っ
て
つ
く
ら
川
一
も
あ
る

川
れ
た
「
猿
橋
賞
」
第
三
回
受
賞
者
に
日
本
女
子
大
川
一

こ
の
道
ま
っ
す
ぐ
に

川
家
政
学
部
教
授
・
大
隅
正
子
博
士
が
選
ば
れ
た
。

川
一
昭
和
十
年
憲
司
幼
稚
園
か
ら

一
大
営
ま
で
日
本
女
子
大
学
学
園
に
学

川
酵
母
細
胞
の
微
細
構
造
と
機
能
の
研
究
が
受
賞
の
盟
一
び
、
家
政
学
部
理
学
科
卒
業
、
そ
の

川
対
象
と
な
っ
た
も
の
で
、
電
子
顕
微
鏡
を
駆
使
し
、
川
一
乙
ろ
家
は
逗
子
だ
っ
た
が
、
高
校
時

川
酵
母
の
細
胞
学
的
研
究
を
進
め
た
も
の
。
大
隅
さ
川
一
代
通
学
に
二
時
間
以
上
か
か
る
の

一
に
、
，
無
届
刻
、
無
欠
席
で
通
し
た
と

川
ん
は
一
昨
年
に
は
、
電
子
顕
微
鏡
学
会
賞
で
あ
る
山
一
い
う
。

川
瀬
藤
賞
も
z

受
賞
し
て
い
る
。

川
一
学
生
一
照
宮
、
翼
明
教
授
の

-
Z
E
-
-
=
=
-
Z
E
E
-
z
一
一
下
可
ミ
カ
ン
の
集
体
の
研
究
を

は
じ
め
、
細
胞
学
研
究
包
温
に
入
っ

た
。
卒
業
後
、
電
子
顕
微
鏡
の
手
法

を
取
り
入
れ
、
醇
母
の
細
胞
学
的
研

究
に
進
む
。
大
隅
消
治
氏
(
現
在
農

水
省
遠
洋
水
産
研
窓
附
底
魚
海
獣
資

源
部
長
)
と
結
婚
し
た
。

大
隅
防
士
の
研
究
対
象
の
酵
母
は
一
製
薬
、
製
菓
な
ど
に
も
深
い
関
係
が

用
車
堤
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
材
一
あ
る
。
大
隅
博
士
の
研
究
は
、
電
子

料
と
し
て
、
遺
伝
学
的
研
究
の
重
要

一
顕
微
鏡
薪
便
っ
て
、
そ
の
微
細
な
構

材
料
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
る
。一

道
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
、
高
く

ま
た
、
隊
実
ア
ル
コ
ー
ル
製
建
一
評
価
さ
れ
て
い
る
。

テ
hv
ピ
隠

邑
争
え
危

現代中国の、、女の一生、に焦点をあてた記録が、 5月
27日〔金〉夜10時の日本テレビ系「ナショナルドキュメン
タリー特集」で放送される。l'女たちの現代中国 O才
から90才までを追って」と屈したこのドキュメンタソ一、
お産の現場から、保育所、結婚紹介所から結婚式。停年。

はては、人民法院(裁判所〉での離婚裁判までカメラを

もち乙んでいる。四人組の裁判以外にカメラが中国の法

廷に入ったのは、官界ではじめてという。

人
民
法
院
で
の
離
婚
裁
判
。
裁
判
員
は
全
員
女
性
、
日
本
と
は
遭

っ
た
雰
囲
気

「酵母細胞の研究」で、出産や離婚裁判も

女性科学者の心の支え二カ月の徹底取材
NTV系で

27日に放映

東
京
都
地
域
消
費
者
団
体
連
鐙
耳
時
四
月
土
谷
か
ら
=
百
時
新
宿
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
で
「
消
賞
者
か
ろ
見
た
欠
陥
商
品
展
務
」
聞
い
た
。

そ
の
欠
陥
商
口
容
是
正
し
て
も
ら
之
結
、
霊
笠
宮
は
、
五
月
土
ハ
目
、
生
産
メ
ー
カ
ー
四
O
社、
t

皇

后

・
ス
ー
パ
ー
な
ど
流
霊
者
四

O
庖
を
娼
き
、
都
消
費
者
セ
ン
タ
ー
池
袋
支
所
で
惣
談
会
を
聞
い
た
。
伺
表
、
繊
維
、
日
用
時
食
品
の
各
襲
警
と
に
話
し
合
い
が
も
た
れ
、

皇
部
で
は
費
量
と
ピ
I
ル
の
ペ
ッ
ト
室
票
、
建
築
ほ
靴
下
や
肌
着
な
忘
衛
生
量
加
T

赤
、
日
居
留
で
は
字
相
υゴ
ム
の

着
色
料
、
平
少
』
も
の
歯
み
が
き
の
甘
味
料
が
、
食
国
間
部
で
は
漬
物
の
着
食
料
が
焦
京
と
な
っ
弓
各
聾
宮
と
も
に
、
欠
陥
商
荷
札
つ
い
て
の
追

求
で
は
な
く
、
生
産
者
、
流
通
業
者
、
消
費
者
の
三
者
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
雰
持
ち
、
お
互
い
の
立
雰
理
解
し
た
よ
で
、
い
か
に
よ

い
商
口
事
作
り
出
し
て
い
く
か
と
い
う
協
力
姿
事
忌
が
わ
れ
た
。

v
h
H
H司
J
d
H
J

、

立
ロ
日
l
p
n
M

具
体
的
に

非
難
で
は
な
く
協
力
体
制
を

女
性
研
究
者
の
支
-
え

...t2.-<1"ちの検O
L\季、Il\'~

那須荘は貴女の別荘です。
ご自由にお使い下さい。

全国婦人新聞社が厚生車業の一環としてオープンした「那須在」も、今年で3年目。
容は石楠花、夏はツツジや山ユリ、秋は正ロ壊、冬はスキーと四季折り折りの変化があって楽しさ+二分です。

近くには、千本松・南ケ丘牧場をはじめ、りんどう湖、都須ロイヤルセンタ一、ハイランドパークとレジャーにも事欠きませ

人A 自の前に立ちはだかる那須岳の鐙山も、ちょっと足を伸ばすだり。

那須高原名物の山菜料理やジンギスカン料理を味わえるドライブインもすぐそこです。

研修や学習会、行楽に、春夏秋冬を適して、お気軽にご利用下さU、。

マ全国婦人新聞社「那須を」

マあし・・・国鉄東北本絡調般駅下車。 r親調湯本行」パスて噺度下車、徒歩lωぅ。
マ使用料・夕刻略。但しガス ・電気 ・水道その他の管理実費として、 I人 l泊1日)()円必要です。(ただし、冬季は2.αX円)
マ申し込み…全国婦人新聞社千160東京都新宿区西新宿3-7-28宝幸西新宿ピル
d03-343-1846 (東京〉
06-771-7415 (大阪〉ボルケイノ ・ハイウェイから那須径を望む
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Z あなたは、コンセントに不自由していませ三
三人ノカ、?

z テレビをつり、プレーヤーを置き、スタン Z
Eドを置き..…・したりしているうちにコンセン三
三トは満杯。掃除器のさしとみに困って、テ一三

三ブルタップの力を借りる…。台所など、冷蔵Z
Z問、母気釜、レンジ、トースター、ミキサー Z
Zとふえて行くばかりの器具に、テーブルタッ三
Zプのコードがごろと、ろ。うっかりすると足を Z
Eとられそう・・・・・-。 三

三 かと思うと、新しい家具を入れたとたん、 Z 
Zせっかくあったコンセントがかくれてしま Z
Zい、家具のmからテーブルタップをまわして三
三悪戦苦闘・・・ということに、あなたのお宅はな Z
三っていませんか?

三 いかに簡易生活を心がけても、いった人ノ使 2
~ v 、出した電気器具を減らすのはムリな話。む Z
Eしろ、せっかくのお兵を便利に使うために、 Z 
Zコンセン トの方の改良を考えてはいかが?改 Z
E造践は、家の構造や配線の只合でかわります Z
Zが、思ったより高いものではなさそうです。 三

電
化
時
代
に
即
応

タ
イ
マ

ー
付

き

コ
ン
セ
ン
ト明

セ
ッ
ト
し
た
時
闘
に
、
自
動
的
に
切

れ
た
り
つ
い
た
り
す
る
。
台
所
や
寝

あ
な
た
の
お
宅
で
、
ア
イ
ロ
ン
や
婦
室
に
便
利
。
四
千
円
程
度
。

除
機
の
ス
イ
ッ
チ
を
い
れ
た
と
た
ん
、

配
線
し
ゃ
断
器
(
ブ
レ
ー
カ
ー
ま
た

は
ヒ
ュ
ー
ズ
)
が
切
れ
て
し
ま
っ
た
、

と
い
う
と
と
が
再
々
起
る
と
す
る

と
、
と
れ
ば
分
可
盤
の
改
良
工
事
を

す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。

専

用

回
路
を

使

っ

て

引
込
線
か
ら
き
た
お
気
は
、
分
電

盤
を
通
っ
て
家
の
中
へ
入
る
。
分
電

盤
は
台
所
付
近
に
つ
い
て
い
る
家
が

多
い
。霞
初
に
ア
ン
ペ
ア
ブ
レ
ー
カ
l

(
契
約
に
よ
っ
て
大
き
さ
が
決
ま
る
。

三
十
労
く
ら
い
の
家
庭
が
多
い
さ
つ

ーー一一一一」‘

度
の
工
事
で
ぐ
ん
と
便
利

築
す
る
時
は
、
忘
れ
ず
に
コ
ン
セ
ン

目
安
は
ニ
畳
に
一
個

ト
泡
加
作
戦
を
し
て
ほ
し
い
し
、
改

一
体
コ
ン
セ
ン
ト
は
い
く
つ
く
ろ
造
計
画
は
な
く
て
も
、
テ
T
プ
ル
タ

い
あ
れ
ば
、
便
利
だ
る
っ
か
。
六
畳
ッ
プ
を
や
た
ら
ふ
や
す
よ
り
、
思
い

く
ら
い
の
部
屋
に
一
個
(
邑
思
切
っ
て
手
直
し
す
る
の
も

4
え

で
は
と
て
も
聞
に
A
P
わ
な
い
。
た
り
手
直
v
ザ
る
寅
男
知
、
ど
の
く
ら

な
い
だ
り
で
な
く
電
気
器
具
を
賄
容
え
い
か
か
る
、
と
簡
単
に
い
い
切
れ
な

-G
箇
所
が
一
ヵ
所
で
は
、
部
屋
の
使
い
が
A
さ
ん
の
窒
口
(
千
葉
県
)
各

い
方
が
固
ま
c
れ
て
し
苓
っ
。
最
低
部
屋
に
コ
ン
セ
ン
ト
が
一
ヵ
所
し
か

一
一
ヵ
所
は
い
る
が
一
方
の
側
の
壁
だ
な
か
っ
た
の
で
、
台
附
に
ニ
ヵ
所
、

け
で
な
く
、
向
い
側
の
箆
に
も
つ
け
各
部
屋
(
三
部
屋
)
に
一
ヵ
所
、
廊

る
よ
う
に
す
る
と
使
い
勝
手
が
い
下
に
一
ヵ
所
、
計
六
ヵ
所
の
コ
ン
セ

ぃ
。
で
き
れ
ば
三
つ
、
二
畳
に
一
個
ン
ト
ま
や
し
、
間
線
笛
え
を
し
て

く
ら
い
は
つ
け
る
ζ
と
だ
。
と
の
く
三
万
七
千
五
百
円
で
で
き
あ
が
つ

ら
い
あ
れ
ば
、

y
れ
か
が
家
具
な
ど
た
。
き
構
造
で
悩
農
芸
品
、

に
隠
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
ま
ず
何
十
万
も
す
る
の
で
は
な
い
の
で

不

自

由

し

な

い

。

と

の

際

あ

な

た

句

考

え

ら

れ

た

ち

ほ
か
に
、
階
段
や
廊
下
、

ト
イ
レ
い
か
が
?

に
も
つ
り
る
。
廊
下
に
な
い
た
め
に
、
な
お
、
器
具
の
値
段
は
、
ニ
ロ
コ

掃
除
の
時
な
ど
ど
れ
だ
け
不
便
か
わ
ン
セ
ン
ト
で
二

5
三
百
円
、
一ニ
ロ
コ

か
ら
な
い
。
ト
イ
レ
に
一
っ
ち
る
と
ン
セ
ン
ト
で
三
1
四
百
円
、
自
動
と

暖
房
を
つ
け
る
と
き
便
利
、
洗
面
所
立
り
っ
き
コ
ン
セ
ン
ト
(
プ
ラ
グ
を

や
怠
附
な
ど
電
気
器
具
を
た
く
さ
ん
差
し
込
ん
で
な
い
時
は
コ
ン
セ
ン
ト

隼
っ
と
こ
ろ
は
か
な
り
多
国
に
。
台
の
中
の
扉
が
レ
志
っ
て
い
る
。
い
た

所
な
ど
四
個
以
上
あ
っ
た
方
が
い
ず
ム
ぎ
か
ηめ
平
少
」
も
の
い
る
家
向

い

。

き

)

で

三

1
四
百
円
程
度
で
あ
る
。

玄
関
、
屋
外
に
も
忘
れ
な
い
さ
つ

に
。
屡
外
に
コ
ン
セ
ン
ト
が
あ
る
と

(
防
水
型
に
す
る
)
、
工
事
な
Y
あ

と
き
、
と
て
も
便
割
、

古
い
家
な
ど
コ
ン
セ
ン
ト
の
数
は

絶
対
に
た
門
戸
な
い
は
ず
。
家
を
場
改

機
は
感
む
防
止
に
ア
l
ス
タ
ー
ミ
ナ

ル
つ
き
を
ぬ
れ
な
い
本
つ
に
高
い
位

自
に
。
洋
間
や
台
所
に
は
床
に
埋
め

プもいろいろ
用途に見合った使い方 ，

タイ

つ
け
方
も
考
え
て

だ
)
を
通
り
、
漏
電
遮
断
器
(
る
つ

で
ん
し
ゃ
だ
ん
き
)
を
通
り
、
母
後

に
配
線
用
し
ゃ
断
器
で
行
き
先
が
分

け
ら
れ
る
。
配
線
用
し
ゃ
断
器
一
個

が
一
回
路
と
い
い
、
一
つ
の
回
路
に

流
什
答
電
気
は
十
五
彩
と
な
っ
て
い

る。
た
と
え
ば
、
一
階
周
の
コ
ン
セ
ン

器

III' I ~; 
~f'~:i "t:r-l"'~ .. ，'内部i..-;p~: Jユ J罰

調
光
ス
イ
ッ
チ

電
灯
の
明
る
さ
を
調
節
し
て
、
部
屋

の
ム
l
ド
を
変
化
さ
せ
る
。
悶
光
器

が
つ
い
て
い
る
の
で
幾
分
値
が
は
っ

て
三
千
円
1
八
千
円
程
度

自
動
と
ぴ
ら
付
き

日川一
一

• 

フロアコンヤシト

フロア コンセン ト

浮
聞
や
台
所
な
ど
の
床
に
埋
め
乙
み

で
取
り
つ
げ
る
。
テ
ー
ブ
ル
の
上
で

電
気
器
具
を
使
っ
と
き
に
便
利
、
四

千
五
百
円
程
度
。

Eが

ヲト

聾

は
(
回
路
の
改
良
は
も
ち
争
ん
だ
が
)

自
分
で
堅
手
に
し
な
い
で
、
国
気
工

事
后
に
頼
む
乙
と
。
た
だ
、
工
寝
が

終
わ
っ
た
あ
と
、
配
線
図
を
工
事
庖

か
ら
も
ら
っ
て
保
存
し
て
お
く
と
、

相
築
や
欝
事
時
便
利
で
あ
る
。

防

水

型

コ

ン
セ

ン
ト

屋
外
専
用
。
雨
な
ど
が
入
ら
な
い
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。
千
円
5
六
千
五

百
円
程
度
。

大
阪
市
消
費
生
活
合
理
化
協
会

同
テ

レ

ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
台
所
情
報

一
中
に
は
パ
セ
リ
の
み
じ
ん
切
り
も

一
入
れ
ま
す
。

函
押
ワ
ク
在
っ
て
下
に
の
皐
}

一
敷
き
、
ご
飯
を
ひ
ろ
げ
、
具
、
と

飯
、
の
ηめ
順
に
押
し
て
食
べ
や

す
い
さ
つ
に
適
当
に
切
り
ま
す
。

晶

P
」
り
よ
く
慮
り
つ
け
、
パ
セ
リ

を
飾
り
ま
す
。

土士

催

るくつ-」耕

じ

ゃ

が

い

も

の

何

卵

巻

き

サ

ラ
ダ

選

(
ア
イ
デ
ア
円
以
)
中
島
淑
子
作

ご

材

料

(

回

会

、

卵

4
個、

導

(
塩
、
だ
し
、
片
く
り
粉
小
サ
ジ

幅

2
)
じ
ゃ
が
い
も

5
1
6個
、
パ

白

タ
1

2

H

Y
角
、
に
ん
じ
ん
、
題
、
辛

養

子
少
々
、
キ
ャ
ベ
ツ
は
な
る
べ
く
薬

開

の
大
き
い
も
の
、
き
ゅ
う
り

2
本
、

路
ウ
イ
ン
ナ
ソ
ー
セ
ー
ジ
(
ス
テ
イ
ツ

沖
ク
状

)
:
4本
。

情

マ
作
り
方

山

付
卵
を
よ
く
ほ
ぐ
し
て
額
、
だ
し
な

位
ど
で
味
付
け
し
、
J戸
レ
水
で
薄
め

尚
一
て
片
く
り
粉
を
入
れ
、
精
焼
き
卵

縦
書
芸す。

情

口
じ
ゃ
が
い
も
は
皮
を
宝
c
、
実
」

所

く
切
っ
て
ゆ
で
、
水
切
り
し
ず
お

台

ふ
き
に
し
、
熱
い
う
ち
に
バ
タ
ー

マ
材
料
(
四
人
分
業
カ
ッ
プ
ミ
一
を
ま
ぜ
て
パ
タ
1
イ
モ
に
し
ま

大
豆
カ
ッ
プ
持
、
し
よ
う
ゆ
大
一
す
。

さ
持
6
、
豚
も
霊
肉
一
五

O
守
一
日
に
ん
じ
ん
は
み
じ
ん
切
り
に
し
て

大
線
五

0
3ぼ
っ
五

O
守
一
ゆ
で
、
口
の
中
に
入
れ
て

Z鉱

酢
少
々
、
干
し
い
た
り

q
H枚
、
一
で
つ
ぶ
し
、
塩
、
辛
子
少
々
で
味

A
H
酒
大
サ
ジ

L
し
よ
う
ゆ

一
付
。
レ
志
す
。

大
サ
ジ
ぬ
B
H
酒
大
サ
ジ
ミ
一
回
キ
ャ
ベ
ツ
は
葬

T
枚
ず
つ
安
¥

混
:
小
サ
ジ
ぬ
。

一

し

、

真

中

の

芯

は

樽
く
そ
ぎ
、
ゆ
で

マ
作
り
方
付
米
は
炊
く

一
時
間
以
一
て
お
膏
ま
す
。

上
前
に
よ
く
と
い
で
、
水
カ
ッ
プ
一
回
き
ゅ
号
は
板
ず
己
主
四
ツ

3
ぬ
で
水
加
減
を
し
て
お
き
ま

一
に
創
っ
て
一
寝
室
め
て
ス
テ
ィッ

す。

一

ク
ウ
イ
ン
ナ
l
は
縦
二
つ
に
切
っ

口
玄
患
い
っ
て
し
ょ
う
ゆ
の
入
一
て
お
童
手
。

っ
た
パ
ッ
ト
に
手
早
く
移
し
て
し
一
肘
巻
き
す
だ
れ
に
卵
の
薄
焼
き
が
ひ

陣咽酬醐-

分電鍵 〈電気の行き先を決める〉

古
い
大
阪
の
昧
を
盛
る

家
庭
的
、
季
節
感
生
か
す

空
気
事
、
「
お
客
さ
ん
が
つ

一
作
口
問
委
五
件
ず
つ
決
っ
た
。

一

ょ

う

容
し
み
こ
ま
芸
す
。

一
ろ
げ
、
君
上
に
キ
ャ
ベ
ツ
の
葉
を

く
る
お
か
ず
コ
ン
ク
ー
ル
易
美
喝
一
き
ら
忠
告
躍
、
テ
レ
ホ
ン
一
回
豚
肉
は
一
H
Y
角
に
切
り
、
大
根
は
否
宍
パ
タ
l
い
妻
ぶ
さ
な
に
ぎ

こ
の
ほ
ど
、
大
阪
市
消
費
者
セ
ン
一
サ
ー
ビ
ス
担
当
の
栄
養
士
が
添
削
し
一
拍
子
切
り
、
に
ん
じ
ん
は
い
ち
ょ
一
り
と
ぷ
し
位
の
せ
て
お
す

'ν
の
よ

タ
l
で
、
入
賞
作
骨
札
つ
い
て
料
一
て
、
応
募
者

γ志
者
優
秀
作
品
は
、

一
う
切
り
に
し
て
さ
っ
与
が
き

一
う
に
ひ
号
、
芯
に
き
ゅ
う
り
と
ウ

理
指
導
(
隅
師
・:
大
阪
市
テ
レ
ホ
ン
一
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
の
献
立
情
報
と

一
ア
ク
が
抜
い
て
お
主
守

o
Eぽ
一
イ
ン
ナ
l
を
入
手
き
膏
す
υの
要

サ
ー
ビ
ス
台
所
情
諸
君
富

・
一
し
て
採
用
す
る
ほ
か
、
大
阪
市
消
竺
主
い
ち
ょ
う
習
に
し
、
繁

一
寝
巻
い
て
い
き
享

2
2
7に

大
山
両
栄
護
士
)
を
行
っ
た
。

一者
セ
ン
タ
ゐ
料
理
教
室
で
猷
作
。

一

に
放
し
て
ア
長
去
を
し
て

一切っ
て

mに
号
、
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
・

同
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
大
阪
市
民
を
一
本
と
し
て
京
と
め
ら
れ
る
。
一
干
し
い
た
り
も
、
も
ど
じ
て
い
ち
一
ケ
チ
ャ
ッ
プ
な
ど
好
み
の
も
の
を
つ

対
象
に
、
肉
、
魚
、
卵
、
米
を
使
い
、
一
次
に
参
考
と
し
ず
判
お
米
の
料
理
」
一
ょ
う
切
り
に
レ
志
す
。
一
り
て
い
た
だ
告
ま
す
。

家
庭
で
日
常
作
色
れ
て
い
る
も
の
一
と
「
卵
の
料
理
」
の
中
か
ら
各
二
点
一
回
ボ
1
ル
に
臼
を
入
れ
て
A
の
調
味
一

一

一

〉

一

変

り
卵
巻

き

ゃ
、
大
阪
で
古
く
か
ら
作
ら
れ
て
い

一を
紹
介
し
て
み
寄
っ
o

-

一
料
を
ふ
っ
て
十
分
程
お
き
ま
す
。
一

!

一

一

一

お

つ

ま

み

る
も
の
、
経
済
的
で
季
節
感
の
あ
る
一
一
回
付
の
米
に
B
の
調
味
料
と
異
存
歪
一

審

理

の

作

主

義

男

テ

レ

一

室

長

肉

の

一
部
長
、
さ
っ
と
ひ
与
を
し
て

一
(
ス
ピ
ー
ド

g
号

言

ホ
ン
?
ビ
ス
露
情
報
の
P
Rと
一

ご

は

ん

一
強
火
に
か
り
、
ふ
き
あ
が

っ
て
一
マ
材
料
製
い
@
H

震
高

ー

と
も
に
、
市
民
参
加
の
情
報
提
供
を
(
バ
ラ
ン
ス
鈴
)
今
回
佳
需
一
き
た
ち
弱
火
に
し
、
十
七
3
十
八
一
枚
、
き
ゅ

8
1本
、
締
干

2

分
炊
い
て
火
を
止
め
、
十
分
程
む
一
個
⑧
H
軒
ノ
倍
、
ウ
イ
ン
ナ
l
ソ

眉

わ

レ

ま

す

。

一

l
セ
l
ジ
去
の
H
号
倍
、

一
あ
げ

1
枚
、
糸
切
防
〆
か
つ
お

た
ま

ζ
と

ハ

ム
の

一
少
々
〉

〔

サ

ン

ド

寿

司

一
マ
作
り
方
@
き
ゅ
、
況
を
普
通

巴

(
ス
ピ
ー
ド
貸
)
浅
井
悦
子
作
一
し
て
水
気
を
切
り
、
縦
四
つ
切
り

-

マ
材
料
(
四
人
分
)
米

5
合
、
(
酢

一
に
し
±
守
J

。
鴻
焼
き
卵
に
梅
干
の

回

カ

ッ
プ
弘
、
砂
糖

大
サ
ジ
3
、
一
聖
」
'
接
結
く
ぬ
り
、
き
ゅ
う
り

-

塩

大

サ

ジ
一
号
、
卵

2
輿
水
一
室
心
に
し
て
霊
ベ
一
口
切
り
に

-

大

サ

ジ
一
、
温
少
々
、
砂
糖
少
一
レ
志
す
。

-
一
員
々
)
ハ
ム
(
稽
切
)
四
O
M
t
チ
一
@
味
付
け
し
た
と
き
卵
を
卵
焼
き
器

d
lズ
=
一
O
マ
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
大
一
に
流
し
入
れ
、
縦
に
留
を
入
れ

け
サ
ジ
6
、
自
主
広
大
サ
ジ
ミ
パ
一
た
ウ
イ
ン
ナ
ー
を
入
れ
て
警
孟

主
セ
リ
少
々
、
の
り

8
枚

。

一

室

す

、

雪

実

言

に

切

っ

動
マ
作
り
方
付
米
は
一
割
喝
の
拐
炊
一
て
出
k
-
S
9
0

摘
さ
に
し
、

合
わ
什
酵
を
か
け
て
手
一
@
漕
あ
げ
房
き
っ
と
焼
き
、
し
よ
う

M

早
く
喜
主
9
し
飯
を
作
皇
す
。
一
家
}
ぬ
っ
て
l
内
ン
巾
の
短
冊
に
切

曲川
口
卯
は
劉
り
ほ
ぐ
し
、
水
、
塩
、
砂
っ
て
お
き
ま
す
。
味
つ
け
し
た
と

瞥
乞
い
れ
て
い
り
卵
を
作
り
、
ハ
き
卵
に
あ
げ
房
遍
当
に
お
き
、
糸

ム
と
チ
l
ズ
は
荒
い
み
じ
ん
切
り
切
り
か
つ
お
を
も
み
入
れ
て
巻
き

に

。

あ

げ

て

適

当

な

大

さ

さ

に

切

り

ま

臼
卵
、
ハ
ム
、
チ
l
ズ
に
各
々
に
す
す
。

り
と
ま
入
門
め
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
を
等

分
し
て
ま
玄
回
わ
せ
、
チ
l
ズ
の

m
l

…
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こ
れ
か
ら
は
冷
暖
房
エ
ア
コ
ン

の
時
代
。
冷
暖
房
エ
ア
コ
ン
の

お
勧
め
に
あ
た
っ
て
冬
の

暖
房
時
の
効
率
も

ポ
イ
ン
ト
に

ご
説
明
願
、
い
ま
す
v
東
芝
イ
ン

パ
i
タ
!
エ
ア
コ
ン
な
ら

は
じ
め
フ
均
ハワ
i
諭

w・削可て

サ
ッ
と
暖
め
て
、あ
と
は

電
球
3
個
分
川
合
w-幽
の

わ
ず
か
な
消
費
電
力
で
快
適
に

運
転
。
こ
の
暖
房
時
の
効
率
の

よ
さ
、於
エ
ア
コ
ン
ご
拡
売
の

大
き
な
パ
ワ
!
と
な
り
ま
す勺

軍事
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ト
が
一
回
路
に
な
っ
て
い
る
と
、
台

乙
ん
で
フ
ロ
ア
・
コ
ン
セ
ン
ト
を
つ
所
で
炊
飲
器
(
六
百
円
J

、
同
時
人

け
る
と
、
テ
ー
ブ
ル
の
よ
で
電
気
器
ト
ー
ス
タ
ー
(
八
胃
J

を
使
い
、

コ
ン
セ
ン
ト
の
っ
け
方
は
居
室
は
具
を
億
つ
の
に
便
利
。
洗
面
所
で
へ
ア
l
ド
ラ
イ
ヤ
ー
(
六

目
立
た
な
い
き
に
低
い
位
置
に
。
さ
で
、
乙
れ
だ
け
コ
ン
セ
ン
さ
百
円
J

を
@
2
と
れ
で
一
千
九

冷
蔵
庫
な
Y
ほ
プ
ラ
グ
が
外
れ
て
も
改
良
す
る
な
ら
、
つ
い
で
に
電
気
の
ほ
か
に
冷
蔵
庫
を
綜
わ
っ
て
い
る
と

わ
か
る
さ
つ
に
高
い
位
置
に
。
先
溜
回
路
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
。
も
し
す
る
と
、
も
つ
ひ
と
た
ま
れ
呑
な
く

ブ
レ
ー
カ
l
は
下
り
て
し
苓
っ
。
回

世
路
の
改
造
を
し
、
台
所
の
コ
ン
セ
ン

マ
イ

ホ
ー
ム
購

入
は

配
線
を
よ
く
検
討
し

マ
イ
ホ
ー
ム
を
作
る
時
、
建
て
売

り
や
マ
ン
シ
ョ
ン
を
雪
之
刀
も
多
い

だ
る
つ
が
、
聞
取
り
ゃ
澱
筑
だ
け
で

な
く
、
電
気
の
配
線
や
コ
ン
セ
ン
ト

の
具
合
も
よ
く
調
べ
る
と
と
。
一

見
奈
華
そ
う
に
見
-
え
る
建
物
で
も
、

コ
ン
セ
ン
ト
は
部
屋
に
も
台
所
に
も

一
-
刀
所
し
か
な
い
な
ど
と
い
う
と
と

が
よ
く
あ
る
、
家
が
で
き
あ
が
っ
て

い
な
い
盟
豆
、
配
線
図
を
見
れ
ば

分
か
る
。
と
う
し
た
こ
と
に
も
気
を

プ
ラ
グ
を
差
し
こ
ま
な
い
時
は
、
コ
配
る
答
が
た
く
さ
ん
出
る
と
と
は
、

ン
セ
ン
ト
の
中
の
扉
が
閉
じ
て
い
る
、
業
者
に
も
よ
い
刺
激
に
な
る
か
も
し

三
百
5
四

百

円

程

度

れ

な

い

。 ト
だ
け
で
一
つ
の
し
ゃ
断
器
シ
守
二

る
。
エ
ア
コ
ン
、
雪
寸
レ
ン
ジ
な
ど
一

は
と
れ
一
つ
だ
け
で
一
つ
の
回
路

一

(
専
用
回
路
)
に
す
る
。
と
れ
で
、

一

信
気
器
具
を
隼
つ
度
に
ブ
レ
ー
カ
I
一

が
下
り
る
と
い
っ
た
不
愉
快
な
自
に

一

す

る

こ

と

で

、

長

人

の

日

本

剖

査

あ

わ

な

く

て

す

む

。

一

生

震

長

聞

し

て

い

ζ

2

2

6

b
っ

、

乙

れ

は

常

識

か

も

知

れ

な

一

の

。

い

が

、

ア

ン

ペ

ア

と

い

う

の

は

ワ

ッ

一

「

肉

の

お

早

え

長

」

い

コ

ン

ク

ー

ル

」

ト
撃
首
で
創
っ
た
数
、
つ
ま
旦
ハ

一

は

、
昨
宝
ハ
月
十
五
日
か
ろ
七
月
五

胃

ッ

の

器

具

を

使

え

ば

、

六

労

の

一

電

一

日

ま

で

案

。

密

露

数

は

一

五

二

気

が

流

れ

る

。

三

十

刃

の

契

約

を

し

一

件

で

、

入

賞

作

患

六

件

(

優

秀

作

て
い
る
と
い
、
っ
と
と
は
一
度
に
二

千

一

品

一

O
件
)
。

ー

ヴ
以

上

っ
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